
第五だより 平成 17年 12月 (4)

二
地
域
の
歴
え
を
訪

郷
土
史
家
　
後
藤
喜
平

鼻
欠
け
薬
師

『
第
五
だ
よ
り
』
第
二
十
二
号
で
八
幡

宮
宝
物
の
事
を
書
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

人
幡
様
の
事
を
書
い
て
み
ま
す
。

十
九
首
人
幡
の
御
神
体
は
平
将
門

の

護
持
の
仏
像
で
、
薬
師
如
来
で
あ
る
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
調
の
高
さ
が
九
十
セ

ン
チ
、
台
座
の
高
さ
が
十
五
セ
ン
チ
の
僧

形
の
立
像
で
彩
色
が
し
て
あ
り
、
衣
の
裾

に
点
々
と
斑
点
が
あ
り
ま
す
。
鼻
か
ら
唇

に
か
け
て
少
し
欠
け
損
じ
て
お
り
、
其
の

名
の
濫
腸
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
斑

点
に
つ
い
て
は
、
別
名
鼻
取
薬
師
と
い
う

室
町
時
代

の
伝
説
が
由
来
で
名
付
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。
孝
行
息
子
が
父
の
看
病

で
田
植
え
が
遅
れ
た
の
を
見
た
如
来
が
、

童
子
に
な

っ
て
牛

の
鼻
面
を
持

っ
て
引

き
回
し

『
し
ろ
か
き
』
を
手
伝

っ
た
折
付

い
た
泥
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

時
代
の
変
化
期
に
人
幡
様

将
軍
慶
喜
が
大
政
奉
還
し
王
政
復
興
の

大
号
令
が
出
さ
れ
て
、
幕
府
は
廃
止
さ
れ

有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
総
裁
に
な
り
新
し

い
政
治
が
出
来
た
の
が
慶
応
二
年
十
二
月

九
日
で
す
。

慶
応
四
年

一
月
二
日
鳥
羽
伏
見
の
戦

い
で
戊
辰
戦
争
が
始
ま
り
、
総
裁
有
栖
川

宮
が
二
月
九
日
東
征
大
総
督
と
な
り
掛

川
城
に
着

い
た
の
が
二
月
の
晦
日
で
長

雨
の
為
二
月
二
日
ま
で
逗
留
し
、
そ
の
間

に
十
九
首
人
幡
宮
に

『
武
運
長
久
』
祈
願

の
参
拝
を
し
た
と
云
い
ま
す
。

時
代
は
そ
の
後
、
慶
応
四
年
九
月
八
日

明
治
と
改
号
さ
れ
ま
す
。

歴 史 ワ ン ポ イ ン ト

大
政
奉
還

慶
応
三
年
十
月
十
四
日
、

徳
川
十
五
代
将
軍
慶
喜
が

征
夷
大
将
軍
の
職
を
辞
し
、

政
権
を
朝
廷
に
返
上
す
る

事
を
中
し
出
て
翌
日
朝
廷

が
そ
れ
を
許
可
し
た
事
。

『
地
震
体
験
車
で
地
震
体
験
！
！
』

今
年
も
鳥
居
町
の
防
災
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
と
違

い
、
市
の
役
員
さ
ん
に
区
民
の
前
で
掛
川
市
の
防
災
体
制
や
阪
神

。

淡
路
大
震
災
の
避
難
所
体
験
談
な
ど
を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

『
自
助
』

自
分
や
家
族
は
自
ら
守
る
―

『
共
助
』
　

隣
近
所
や
自
主
防
災
会
等
に
よ
る
助
け
合
い
活
動
―

『
公
助
』
　

国

。
県

・
市
等
の
公
的
機
関
に
よ
る
救
助

・
救
援
―

な
ど
、
予
想
さ
れ
て
い
る
東
海
地
震

か
ら
家
族
の
命
を
守
る
為
に
ご
家
庭

の
防
災
対
策
を
今
す
ぐ
考
え
ま
し
ょ

一うノ。写
真
は
、
地
震
体
験
車
で
震
度
三

～
震
度
七
ま
で
の
実
際
の
揺
れ
を
体

験
し
て
い
る
様
子
で
す
。
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第五地域センター祭 り開催

日程 :06年 2月 12日 (日 )

本年 もセ ンター祭 りを盛大 に開

催いた します !!

詳 しい内容や展示物・作品募集要

項等は、別途連絡いた しますので

それに従いお願い します。

作品募集締め切 り

06年 1月 14日 (土 )




